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　フルスコアZは、石原産業株式会社が発明・開発した新規の水稲用初・中期一発処理除草剤です。本剤は
SL-1601の試験名で日本植物調節剤研究協会の委託試験に供試し、2020年2月に登録を取得しました。ノビエ3.5
葉期まで使える初・中期一発処理除草剤としてSU抵抗性を含むホタルイやコナギ類などの広葉雑草、クログワイ、コ
ウキヤガラなどの多年生雑草や特殊雑草に対しても高い効果を示します。また、2成分の混合剤のため減農薬水稲
栽培にも適しています。
　本資料はフルスコアZ 1キロ粒剤、ジャンボの特長や上手な使用方法を取りまとめましたので、今後のご指導、ご使
用の参考にして頂ければ幸甚です。

はじめに適用雑草と使用方法

使用上の注意事項

ランコトリオンナトリウム塩の特性

殺草スペクトラム

SU抵抗性ホタルイに対する効果

土壌中の移動性

有効成分の物理化学性と安全性

ランコトリオンナトリウム塩
SU抵抗性を含むホタルイやコナギ類などの
広葉雑草に優れた効果を発揮します。

プロピリスルフロン
高葉齢ノビエやクログワイ等の多年生雑草に

優れた効果を発揮します。

試験コード SL-1601  1キロ粒剤、ジャンボ
有効成分名（一般名） ランコトリオンナトリウム塩 プロピリスルフロン

性　　状
水溶解度
人畜毒性
吸収部位

人畜毒性

コイ
オオミジンコ
藻類

生態毒性

白色結晶白色粉末
> 250 g/L

普通物＊

根部、基部、茎葉部 根部、茎葉基部、茎葉部

 1キロ粒剤  ジャンボ
普通物＊

経口　　LD50  > 2000 mg/kg（ラット）
経皮　　LD50  > 2000 mg/kg（ラット）

LC50  > 1000 mg/L （96時間）

0.98 mg/L （20℃）

LC50  > 1000 mg/L （96時間）
EC50   852 mg/L  （48時間） EC50   166 mg/L  （48時間）
ErC50  4.24 mg/L （72時間） ErC50  1.95 mg/L （72時間）

＊毒劇物に該当しないものを指していう通称

 2.1% 0.90%

ﾅﾄﾘｳﾑ= 2-{2-ｸﾛﾛ-3-[2-(1,3-ｼﾞｵｷｿﾗﾝ-2-ｲﾙ)ｴﾄｷｼ]-4-
ﾒｼﾙﾍﾞﾝｿﾞｲﾙ}-3-ｵｷｿｼｸﾛﾍｷｻ-1-ｴﾝ-1-ｵﾗｰﾄ

1-（2-ｸﾛﾛ-6-ﾌﾟﾛﾋﾟﾙｲﾐﾀﾞｿ［゙1,2-b］ﾋﾟﾘﾀﾞｼﾞﾝ-3-ｲﾙｽﾙﾎﾆﾙ）-3-
（4,6-ｼﾞﾒﾄｷｼﾋﾟﾘﾐｼﾞﾝ-2-ｲﾙ）尿素

1キロ粒剤
7.0% 3.0%

製剤中の
含有率

化  学  名

構  造  式

ONa O

O

O O

OSO2Me

Cl

n-C3H7

OCH3

OCH3

SO2NHCONH
N N

N

N

N
Cl

ノ
ビ
エ

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

ミ
ズ
ガ
ヤ
ツ
リ

ウ
リ
カ
ワ

ク
ロ
グ
ワ
イ

オ
モ
ダ
カ

コ
ナ
ギ

ホ
タ
ル
イ

そ
の
他

一
年
生

広
葉

SU
抵抗性

SU
抵抗性

SU
抵抗性

雑草名

ランコトリオンナトリウム塩
(21 g a.i./10a) ◎△ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ □ △

石原産業（株）中央研究所　基礎試験データより評価

2016年度　石原産業（株）中央研究所

効果：◎極大、〇大、□中、△小

1
キ
ロ
粒
剤

（1）本剤の使用時期は、移植水稲に使用する場合はノビエの3.5葉期まで、直播水
稲に使用する場合は稲の2葉期からノビエの3.5葉期までなので、時期を失しな
いように散布してください。なお、多年生雑草は生育段階によって効果にフレが
でるので、必ず適期に散布してください。（上記参照）

（2）シズイ（1キロ粒剤）、オモダカ、クログワイ、コウキヤガラは発生期間が長く、生
育段階によって効果にフレがでるので、必要に応じて有効な前処理剤または後
処理剤との組み合わせで使用してください。

（3）前処理剤との体系で使用する場合には、雑草の発生状況をよく観察し、使用時
期を失しないように適期に散布してください。

（4）次のような条件では薬害が発生するおそれが
あるので使用しないでください。　

　  ・砂質土壌の水田および漏水田（減水深2cm／    
日以上）

　  ・軟弱な苗を移植した水田
　  ・極端な浅植えの水田および浮き苗の多い水田
（5）稲の根が露出する条件では薬害が生じるおそれがあるので使用しないでください。
（6）散布後の低温および急激な気温の上昇により薬害が発生するおそれがあるの
で、十分注意してください。

（7）散布後数日間著しい高温が続く場合、初期生育が抑制される
ことがありますが、一過性のもので次第に回復し、その後の生
育に対する影響は認められていません。

（8）活着遅延を生じるような異常低温が予測される時は、初期生育
の抑制等が生じるおそれがあるので、このような条件下での使用に際しては、県の
防除指針に基づき関係機関の指導を受けるようにしてください。

（9）いぐさ、れんこん、せり、くわい等の生育を阻害するおそれがあるので、隣接田
で使用する場合には、十分注意してください。

（10）いぐさ栽培予定水田では使用しないでください。
（11）散布田の田面水を他の作物に灌水しないでください。
（12）使用方法等を厳守してください。特に初めて使用する場合や異常気象時は、病

害虫防除所等関係機関の指導を受けるようにしてください。

〈1キロ粒剤の使用上の注意事項〉
無人航空機による散布の注意事項は、商品ラベルを参照してください。

〈ジャンボの使用上の注意事項〉
（1）小包装（パック）のまま10アール当り10個の割合で水田に均等に投げ入れてください。
（2）パックに使用しているフィルムは水溶性なので、ぬれた手で作業したり、降雨で

破袋することがないように注意してください。

●使用前にラベルをよく読んでください。●ラベルの記載以外には使用しないでください。●本剤は小児の手の届く所には置かないでください。　  空袋は圃場などに放置せず、適切に処理してください。

適用雑草名 使用時期作物名 使用方法

湛水散布
又は
無人航空機に
よる散布

移植後5日～ノビエ3.5葉期
但し収穫60日前まで

稲2葉期～ノビエ3.5葉期
但し収穫60日前まで

10アール
当り使用量

1kg

本剤の
使用回数

１回

ジ
ャ
ン
ボ

有効成分：プロピリスルフロン…3.0％　ランコトリオンナトリウム塩…7.0％

各有効成分を含む農薬の総使用回数：プロピリスルフロン…2回以内　ランコトリオンナトリウム塩…1回

各有効成分を含む農薬の総使用回数：プロピリスルフロン…2回以内　ランコトリオンナトリウム塩…1回

適用雑草名 使用時期 使用方法

水田に小包装
（パック）のまま
投げ入れる

移植後5日～ノビエ3.5葉期
但し収穫60日前まで

一年生雑草 及び マツバイ、ホタルイ、ヘラオモダカ
ミズガヤツリ、ウリカワ、クログワイ、オモダカ、ヒルムシロ、セリ
コウキヤガラ、エゾノサヤヌカグサ、アオミドロ・藻類による表層はく離

一年生雑草 及び マツバイ、ホタルイ、ミズガヤツリ
ウリカワ、ヒルムシロ、セリ

一年生雑草 及び マツバイ、ホタルイ、ミズガヤツリ
ウリカワ、ヒルムシロ、セリ

一年生雑草 及び 多年生広葉雑草
エゾノサヤヌカグサ、アオミドロ・藻類による表層はく離

稲2葉期～ノビエ3.5葉期
但し収穫60日前まで

10アール
当り使用量

小包装
（パック）
10個

（300g）

本剤の
使用回数

１回

ホタルイ

ヘラオモダカ

ミズガヤツリ

ウリカワ

ヒルムシロ

セリ

　　　　     1キロ粒剤　　　　　　
　  移植水稲
　　　　    3葉期まで

　 3葉期まで

　　　　    3葉期まで

　　　　    3葉期まで

　　　　  発生期まで

　　再生前～再生始期まで

　 

　  直播水稲

　　　－

　　

　  直播水稲

　　　－

　　

　　　　      ジャンボ　　　　　　
　  移植水稲
　　　　    3葉期まで

　 3葉期まで

　　　　    3葉期まで

　　　　    3葉期まで

　　　　  発生期まで

　　再生前～再生始期まで

　

エゾノサヤヌカグサ

オモダカ

クログワイ

コウキヤガラ

シズイ

アオミドロ・藻類
による表層はく離

　　　　     1キロ粒剤　　　　　　
　  移植水稲
　 2葉期まで

 矢じり葉1葉期まで

 草丈15cmまで

 草丈15cmまで

 草丈10cmまで

    発生前まで

　  直播水稲
　　　－

　　　－

　　　－

　　　－

　　　－

　　　－

　  直播水稲
　　　－

　　　－

　　　－

　　　－

　　　－

　　　－

　　　　      ジャンボ　　　　　　
　  移植水稲
　 2葉期まで

 矢じり葉1葉期まで

 草丈15cmまで

 草丈15cmまで

　 　　－

    発生前まで

移植
水稲

直播
水稲

作物名

移植
水稲

直播
水稲

有効成分：プロピリスルフロン…0.90%　ランコトリオンナトリウム塩…2.1%

極端な漏水田 軟弱苗を移植した
とき、苗の活着が
不十分なとき

異常高温

《主要雑草の草種別散布適期》
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製
剤
毒
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処理時 7日後 15日後 22日後 28日後

ランコトリオンナトリウム塩はSU抵抗性ホタルイ３葉期に対して高い効果を示します。

ランコトリオンナトリウム塩の主な雑草に対する殺草スペクトラムは以下の通りです。

ランコトリオン
ナトリウム塩
(21 g a.i./10a)

無処理区

ランコトリオンナトリウム塩の土壌中の移動程度を、各雑草
の50%以上の生育抑制率をもって判定した場合、移動性は
中程度（2～4㎝）であることがわかりました。

生育抑制率（％）
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試  験  年：2013年　　　試験場所：石原産業（株）中央研究所
供試雑草：ホタルイ、コナギ
試験規模：1/5,000aポット2連制
処理薬量：ランコトリオンナトリウム塩　21 g a.i./10a処理
試験方法：
薬剤処理翌日から1cm/3時間の漏水操作を実施して完全に落水。処理7日後に各々カラムから
土壌表面1㎝深毎に土壌を採取し、プラスチックカップに移した。プラスチックカップに適量入
水後、ホタルイ種子及びコナギ種子混入土を播種し、代かきを実施した。処理20～30日後に生
育抑制を肉眼観察した。

オーバーフローによる影響（残効）

ランコトリオンナトリウム塩は、処理後3日以降のオー
バーフローの影響を比較的受けにくいことがわかりま
した。

試  験  年：2013年　　試験場所：石原産業（株）中央研究所　　
供試雑草：ホタルイ
試験規模：1/3,000aポット2連制
処理薬量：ランコトリオンナトリウム塩　21 g a.i./10a処理
試験方法：
薬剤処理翌日、3日後に降雨によりオーバーフローしたと想定する落水操作※を実施。薬
剤処理7、14、24日後に種子を埋め込み、埋め込み30日後頃に生育抑制程度を肉眼観察
した。
※上部から田面水を吸水し、処理層を攪乱しないように脱イオン水を注ぎこんだ。

処理7日後
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0
処理14日後 処理24日後

ホタルイ種子埋め込み日

生
育
抑
制
率（
％
）

　処理翌日に落水操作　　処理3日後に落水操作　　無落水

新規成分「ランコトリオン」が

SU抵抗性雑草にも優れた効果

2成分で幅広い雑草に優れた効果を奏でる

新規成分「ランコトリオン」が

SU抵抗性雑草にも優れた効果

2成分で幅広い雑草に優れた効果を奏でる
「フルスコアZ」誕生「フルスコアZ」誕生

ホタルイ

ウリカワ

コナギ
アゼナ

ヘラオモダカ

オモダカ

セリ

ヒルムシロ

ノビエ

シズイ

クログワイ ミズガヤツリ コウキヤガラ

農 林 水 産 省 登 録
第24351号…1キロ粒剤
第24353号…ジャンボ
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水稲用一発除草剤

プロピリスルフロン・ランコトリオンナトリウム塩

®は登録商標



無処理区

フルスコアZは移植5日後処理からノビエ3.5葉期処理までのいずれの処理時期でも各種雑草に対して高い効果を発揮
し、また、移植水稲に対して十分な安全性を示します。

フルスコアZはSU抵抗性ホタルイ3葉期に対しても高い効
果を示します。本剤を処理するとSU抵抗性ホタルイは白
化を伴いながら生育が抑制され、最終的には枯死に至り
ます。

フルスコアZは移植5日後の処理で各雑草に対して対照
薬剤と同等の除草効果を示しました。

フルスコアZはSU抵抗性雑草を含め、ほとんどの水田雑草に対して優れた効果を示します。

フルスコアZの使用時期は移植後5日からノビエ3.5葉期ですが、より効果を安定して発揮させるためには、なるべく早
めの散布をお勧めします。また、雑草の発生が多い圃場や、雑草がだらだら発生する圃場では、初期剤との体系で処
理することで、より安定した除草効果が得られます。

❶ 代かき、整地、植付け　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
整地、代かきは田面が均一になるよう、丁寧に行ってください。水稲の植付けは丁寧に行
い、浅植えや浮き苗が生じないようにしてください。

❷ 散布時の湛水深と浮遊物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（1キロ粒剤）湛水散布または無人航空機による散布時は水の出入りを止めて、湛水のまま田
　　　　   面に均一に散布してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（ジャンボ）散布時は水の出入りを止めて５～６㎝の水深にしてください。藻類・表層はく離
　　　　　などの浮遊物が多い条件下では拡散が不十分となり部分的な効果不足や薬害が
　　　　　生じることがあります。

❸ 散布後の水管理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
散布後少なくとも３～４日間は通常の湛水状態（3～5㎝）を保ち、田面を露出させないよう
にしてください。また、散布後7日間は落水、かけ流しはしないでください。

❹ 降雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
散布後に多量の降雨が予想される場合は除草効果が低下することがあるので使用をさけ
てください。

《除草効果》

②クログワイに対する効果（処理時の草丈10㎝）

◆一発剤としてフルスコアZを使用する場合

◆初期剤との体系でフルスコアZを使用する場合

①各難防除雑草に対する除草効果
《委託試験事例》

《社内自主試験事例》

《水稲に対する安全性》

2018年 石原産業（株）中央研究所

5～6cm

湛水不十分

～除草効果をより確実なものにするためのポイント～

ノビエ
カヤツリグサ

コナギ
一年生広葉
マツバイ
ホタルイ

ヘラオモダカ
ミズガヤツリ
ウリカワ

ヒルムシロ
セリ

移植5日後

ノビエ3葉期

ノビエ3.5葉期

除草効果（％）
0 20 40 60 80 100

　移植5日後　　ノビエ3葉期　　ノビエ3.5葉期

（処理28日後撮影）

水稲への薬害発生頻度（％）
＊グラフ内の数字は試験事例数

0 20 40 60 80 100

薬害程度　　　無、及び微程度　　小以上
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4

日本植物調節剤研究協会 委託試験の結果まとめ（2016-2018年）日本植物調節剤研究協会 委託試験の結果まとめ（2016-2018年）

ノビエ
コナギ

一年生広葉
ホタルイ

ミズガヤツリ
ウリカワ

除草効果（％）
0 25 50 75 100

　フルスコアZ1キロ粒剤　　対照剤A

処理前

フルスコアZ
1キロ粒剤

22日後 39日後 50日後

フルスコアZの特長1 除草効果と水稲に対する安全性3

フルスコアZは単用処理でもクログワイ、コウキヤガラ、オモダカに対しても高い効果を示しますが、体系防除により
防除期間の向上が期待できます。

難防除雑草に対する除草効果5

上手な使い方6SU抵抗性ホタルイに対する除草効果4

殺草スペクトラムと作用機作2

▶3.5葉期までのノビエに優れた効果を示します。

▶ホタルイ、コナギ等のSU抵抗性雑草にも優れた効果を示します。

▶クログワイ等の難防除カヤツリグサ科雑草に卓効を示します。

▶無人航空機による散布が可能です（1キロ粒剤）
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抵抗性
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SU
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雑草名

フルスコアZ
有効葉齢

製品名

15㎝ 15㎝ 10㎝

※1…本剤の1回使用では完全に防除できない場合があるので、これらの雑草の防除には有効な薬剤との組み合わせで使用してください。
※2…１キロ粒剤のみ登録取得。
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1
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生育停止

生育停止

＋

（2～3週間後）（1～2週間後）処理

《薬剤処理～枯死まで》
（3～4週間後）

新葉の白化

0.5～
1葉進展

生育の活発な部位の
退色、黄化

ランコトリオン
ナトリウム塩

プロピリ
スルフロン

試  験  年：2019年
試験場所：石原産業（株）中央研究所
試験規模：1/10,000aポット 3反復

処理薬剤：フルスコアＺ1キロ粒剤　　　　
1kg/10a処理

処  理  日：5月16日
調  査  日：処理12、20、32日後

試  験  年：2019年
試験場所：石原産業（株）中央研究所　水田圃場
品　　種：キヌヒカリ
土壌条件：壌土
移  植  日：5月24日
処  理  日：5月29日（移植後5日）

調  査  日：7月30日(処理62日後)
処理時の各雑草の葉齢： 
ノビエ（発生前～1.1葉期）、ホタルイ（発生始
～1葉期）、コナギ（発生始～0.5葉期）、広葉
（発生前）、ウリカワ（発生前）、ミズガヤツリ
（発生前～0.3葉期）

試   験   年：2018年
試験場所：石原産業（株）中央研究所
試験規模：1/5,000aワグネルポット
処理薬剤：フルスコアZ1キロ粒剤　    　
　　      1kg/10a処理

処理時の各雑草の葉齢（処理日、調査日）：
   ・クログワイ
　発生前（5月11日、処理20、31、40日後）
草丈10㎝（6月11日、処理22、30，39日後）

   ・コウキヤガラ
　発生始期（5月18日、処理21，31日後）
　草丈10㎝（6月4日、処理21，30日後）
   ・オモダカ
　発生始期（5月18日、処理21，31日後）
　ヘラ葉（6月20日、処理21，28日後）
　＊再生株が観察された。

試験年：2016年　　試験場所：日本植物調節剤研究協会　新潟試験地　　品種：コシヒカリBL　　土壌条件：沖積　砂質埴壌土　　移植日：5月21日　　　　
処理日：6月2日（ノビエ3.5葉期処理）　　撮影日：7月1日
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▲　フルスコアZ1キロ粒剤 　●　対照剤A 　●　対照剤B　

　約20日後　　約30日後　　約40日後

無処理 フルスコアZ1キロ粒剤

移植水稲

移植水稲

収穫60日前まで

収穫60日前まで

散布適期

散布適期

代かき 移植 5日後 ノビエ3.5葉期 収穫

代かき 移植 5日後 ノビエ3.5葉期 収穫

初期剤＊

＊移植前7日間は薬剤の使用禁止

地域、作型、気象条件により雑草の発生状況は異なりますので、使用時期を失しないように散布してください。

ランコトリオンナトリウム塩
トリケトン系の除草剤に分類され、光合成色素のひとつであるカロチノイド生合成プラストキノン形成に関与
する4-HPPD活性を阻害することで色素形成に強く影響を与えます。処理後数日で展開葉の白化がはじまり、さ
らにネクロシス症状及び生育抑制により雑草は枯死に至ります。

プロピリスルフロン
ＳＵ系化合物であり、雑草体内のアセト乳酸合成酵素（ALS）の働きを阻害することで雑草の細胞分裂を阻害
し、生育を停止させます。新葉展開を強く抑制するため、2～４週間かけて雑草は枯死に至ります。
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　約20日後　　約30日後

クログワイ コウキヤガラ オモダカ
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全体が退色、赤褐色化・枯死

全体が退色、赤褐色化・枯死

水稲用一発除草剤

プロピリスルフロン・ランコトリオンナトリウム塩


